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＜中枢神経ランビエ絞輪形成機構解明に＜中枢神経ランビエ絞輪形成機構解明に＜中枢神経ランビエ絞輪形成機構解明に＜中枢神経ランビエ絞輪形成機構解明に大きな大きな大きな大きな進展進展進展進展＞＞＞＞

岡山大学大学院医歯薬学総合研究科の大橋俊孝准教授（分

子医化学分野：二宮善文教授）と、ベイラー医科大学Rasband

教授をはじめとする国際共同研究チーム（計14名）

跳躍伝導

神経細胞には電気的な興奮が飛ぶようにして伝わる

跳躍伝導という仕組みが備わっています

絶縁体の細胞絶縁体の細胞絶縁体の細胞絶縁体の細胞

ランビエ絞輪ランビエ絞輪ランビエ絞輪ランビエ絞輪

興奮興奮興奮興奮を伝えるにはランビエ絞輪を伝えるにはランビエ絞輪を伝えるにはランビエ絞輪を伝えるにはランビエ絞輪というというというというくびれくびれくびれくびれのののの部分に電位差部分に電位差部分に電位差部分に電位差

を発生させるを発生させるを発生させるを発生させるナトリウムイオンチャンネルが高密度に分布ナトリウムイオンチャンネルが高密度に分布ナトリウムイオンチャンネルが高密度に分布ナトリウムイオンチャンネルが高密度に分布すすすす

る必要がありまする必要がありまする必要がありまする必要があります
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ランビエ絞輪

Buttermore et al., 2013より改変

中枢神経のランビ中枢神経のランビ中枢神経のランビ中枢神経のランビ

エ絞輪のエ絞輪のエ絞輪のエ絞輪の細胞外に細胞外に細胞外に細胞外に

特殊な細胞外マト特殊な細胞外マト特殊な細胞外マト特殊な細胞外マト

リックス構造が存リックス構造が存リックス構造が存リックス構造が存

在し、在し、在し、在し、跳躍伝導速跳躍伝導速跳躍伝導速跳躍伝導速

度を調節して度を調節して度を調節して度を調節しているいるいるいる.

J Neurosci, 2010
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電位差を発生させるナトリウムイオンチャンネルが

ランビエ絞輪に高密度に分布する必要 ⇒機序は？
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軸索側の分子軸索側の分子軸索側の分子軸索側の分子

細胞外マトリックス細胞外マトリックス細胞外マトリックス細胞外マトリックス

鞘側の分子鞘側の分子鞘側の分子鞘側の分子
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電位差を発生させるナトリウムイオンチャンネルが

ランビエ絞輪に高密度に分布する必要 ⇒機序は？

①①①①

②②②②

③③③③

【仮説】

ナトリウムチャンネルが集

積する機序に

①細胞外マトリックス分子

と②軸索側分子や③鞘の

部分の分子が共同して関

わっている

A genetic strategy to test overlapping mechanism 
of CNS node formation

(PJ)

Susuki et al., Neuron 2013
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電位差を発生させるナトリウムイオンチャンネルが

ランビエ絞輪に高密度に分布する必要

①①①①

②②②②

【結果】

ナトリウムチャンネルが集

積する機序に

①②③の分子間相互作用

が共同して関わることが必

要

③③③③
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＜見込まれる成果＞

私たちの体には大きく分けて中枢神経と末梢神経が

存在します。今回の研究では、中枢神経のランビエ絞

輪の形成メカニズムの理解に大きく貢献したことになり

ます。末梢神経のランビエ絞輪の構造も、共通の部分と

異なった部分がありますが、形成メカニズムがわかりつ

つあります。

これらの研究成果は今後進むと思われる神経再生研

究において、機能的な再生を行うための重要な情報と

なります。
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Funding

日本学術振興会（JSPS）科研費

新学術領域研究（神経糖鎖生物学）

の助成を受け実施しました。


